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P. Conti と C. Traverso は Gröbner 基底を用いて整数計画問題 (図 1) を解くアルゴリズムを構成した [2]

([1, 3]に整理された形でまとめられている)。一方、発表者のグループは Conti-Traverso アルゴリズムを修正

して、正整数 q� 2を法とする整数計画問題 (図 2)を解くアルゴリズムを提案している [4]。本発表では、q

を法とする整数計画問題を、ある 0次元イデアルの Gröbner基底を用いて解くアルゴリズムを紹介し、計算

の高速化を検討する。

また q� 2の場合は、誤り訂正符号理論の復号法の一つである「任意の 2元符号の硬/軟判定最尤復号」に

応用できることがわかっている [5]。本発表の最後に、符号理論の立場から、提案復号法に適したイデアル

と Gröbner基底を考察する。
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図 1: 整数計画問題

minimize w �u subject to Au� b mod q where
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図 2: qを法とした整数計画問題
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